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●この度はダイケンのサイクルスタンドをお買い上げくださいまして誠にありがとうございます。

●正しい施工をしていただく為、当説明書をお読みください。

●梱包表

梱包番号 部材名 数量
L1-0209 スタンド小 1

L1-0602 下記明細 1

L1-0210 スタンド大 1

L1-0602 下記明細 1

【アンカー袋明細】

組説・取説
1

【アンカーボルトの種類と使用本数/1台当り】

アンカーボルトM8×70で2箇所固定してください。

【アンカーボルトの下穴径】

土間コンクリートにΦ8.5mmの下穴をあけてください。

　●製品は必ずこの組立説明書に基づき施工組立してく ●アンカー打ちはコンクリートが完全に乾いた状態で

      ださい。      行ってください。

　●組立作業の安全のため手袋など保護具を使用して ●アンカーの緩み防止のため、コンクリートと製品の

      ください。    間やアンカー穴の中のコンクリート粉を取り除いて
　●製品は必ずしっかりとした基礎の上に設置してくだ    ください。
　　 さい ●アンカーの下穴径を厳守してください。

　●製品は必ず水平状態に設置してください。 ●事故防止のため、みだりに改造・変更はしないでくだ
　●屋上等、強風時自転車の転倒・落下等の事故の    さい。
      恐れのある場所へは設置しないでください。 ●組立途中で放置しないでください。
　●避難経路には設置しないでください。 ●組立後は必ずボルトの緩みがないか確認してください。
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　！ 施工上の注意

サイクルスタンド　組立説明書
製造
番号

型式
CS-M

1A-S型

袋名
アンカー袋

梱包名
スタンドL

アンカー袋

スタンドH

アンカー袋

CS-M-S(1)

アンカーボルトM8×70

壁

壁G。L。

G。L。

アンカーボルトM8×70 土間コンクリート

壁

壁壁

壁 壁

スタンド小

スタンド大

【スタンド小と大を交互に設置する場合】 【スタンド小のみ設置する場合】

ＣＳ－Ｍ－Ｓ型（独立式スタンド）



ダイケンのサイクルスタンド〔CS-M型〕

取扱い説明書
ご愛用の皆様へ
●この度は、ダイケンのサイクルスタンドをお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。

ご使用の前に、サイクルスタンドの正しい取扱い方法を、十分ご理解いただき、末永くご使用いた
だくことをお奨めいたします。

安全にお使いいただくために
●本書では、安全に関して、重要な内容を記載していますので、内容をよく理解して商品の取扱いを

正しく行ってください。また、お使いになる人や、他の人の財産への損害を未然に防ぐため、次の
ような表示をしています。

：この表示を無視して取扱いを誤ると、使用者が重傷を負う危険や、物的損害の発生が、

想定されます。

：取扱いや保守上において、知っておく必要のあることや、支障無く使用するための取

扱いや、お手入れ方法など。

1． 自転車に人や物を乗せたまま、自転車の収納及び取り出しをしないでください。
2． 自転車（標準自転車18～ 27インチ）以外のものは、収納しないでください。
 出し入れに支障をきたす様な自転車は収納しないでください。
 なお、タイヤ幅の太い自転車（マウンテンバイク）等、収納できないものもあります。
3．同じスタンドを並べる場合は600㎜以上、スタンド低と高が交互の場合は400㎜以上離して設置してください。
4. 自転車は、ハンドル幅600㎜以下、タイヤ幅45㎜以下、タイヤ径18～ 27インチ、重量20kg以下のものを収

納してください。（低位用のみ両足スタンドを立てた場合、重量35kg以下まで収納できます）
   収納する自転車はスタンドを立てて収納してください。（ラックや自転車が破損する場合があります）

5. 乱暴に自転車を傾けますと自転車のアルミリム変形や自転車自体の破損につながる場合がありますので、注意し
てください。

6． 自転車の収納及び取り出すときは、周囲の人に注意し、危険がないことを確認してください。また、自転車は完
全に収納してください。（自転車が飛び出したり、自転車に挟まれたりして、ケガをする場合があります）

7． 自転車ラックの周辺では、子供を遊ばせないでください。また、製品の上に乗ったり、出し入れのとき以外にみ
だりに自転車を傾けないでください。

8． 製品の改造及び変更は絶対にしないでください。
9． 定期的に、製品の点検及び清掃（クリーニング）を行うようにしてください。（破損などが無いかを確認し、正常

な状態でご使用ください。また、汚れたままご使用になりますと錆の発生につながります）

＊留　意
①　盗難防止のため、自転車には必ず施錠してください。（施錠・解錠の際、頭上・足元には十分注意してください。）

②　自転車の収納及び取り出すときは、隣の自転車に破損、傷等をつけない様に十分注意してください。

③　誤ったご使用方法での、事故や破損等については責任を負いかねます。

お手入れ方法：製品に傷が付いた場合は、製品の耐久性が損なわれますので、塗料などで早急に補修してください。

工事店・施工主様へ

　●この取扱い説明書は、ご使用になる方へ必ずお渡しください。

留　意

注意

注　　意

（CS-M型）


